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「朝日町の獅子舞」調査を実施しています！
　当協会では、令和 7年度から 8年度に
かけての事業として、「朝日町の獅子舞」
に関する調査を進めています。調査結果
は最終的に「エコミュージアムの小径」
としてまとめ、発行を目指しています。
　今年度は４月より調査を開始し、四ノ沢、和合、宮宿
地区などの祭りに伺い、勇壮な獅子舞の姿を撮影させ
ていただきました。
　今後は、各地区の皆様への聞き取り調査も随時実施
してまいります。その際にはぜひご協力をいただけま
すと幸いです。また、町内の獅子舞に関する情報提供
も随時受け付けております。ご存知のことがあれば、
どうぞお気軽にお知らせください。

「あさひ星空観察講座」「あさひ星空観望会」

を開催しています！

【あさひ星空観察講座】（小学生対象）
7 月 27 日 ( 日 )「夏の星座とメシエ天体を見つけよう」
8月 12 日 ( 火 )「ペルセウス座流星群を見よう」
10 月６日（月）「中秋の名月と土星･海王星を見よう」
10 月 21 日 ( 火 )「オリオン座流星群と秋の星空を見よう」
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

【あさひ星空観望会】（一般対象）
11 月５日（水）「スーパームーンの写真を撮ってみよう」

※お申込み・お問合せはエコルームまで
　お願いいたします。

　以下の日程で「エコミュージアムかるた大会」の開催を計
画しております。詳細が決まり次第改めてご連絡いたします！

日　時　令和８年２月11日（水）

「エコミュージアムかるた
大会」を開催予定です!

★ ★★

「朝日連峰の狩人及び朝日町の人採話 CD」を
ご寄贈いただきました !
　この度、西澤敬子様より、故・西澤信雄氏が長年にわたっ
て聞き取りを行ったカセットテープを CD 化した貴重な資料
をご寄贈いただきました。
　この CD は、故人が昭和 58 年 (1983）から平成 25 年
(2013) までの 30 年間にわたり、西川町の志田忠義 ( しだ た

だのり ) 氏をはじめ、朝日町にゆかりのある 36 名の方々から
聞き取りを行った音声記録のカセットテープをデジタル化し
たもので、枚数は実に 119 枚にも及びます。
　内容は、朝日連峰や空気神社、当時の生活にまつわるお話
が収録されており、昔の朝日町の暮しや文化を知る上で大変
貴重な資料となっております。また、これらの内容は西澤氏
の著書や「エコミュージアムの小径」等にも収録されており
ます。
　西澤信雄氏の多大なご功績に敬意を表し、今後のエコ
ミュージアム活動の中で大切に活用させていただきます。
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